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各
科
だ
よ
り

　
外
傷
で
抜
け
落
ち
た
歯
の
再
植
 

歯
科
口
腔
外
科

　
検
査
で
異
常
が
見
い
だ
せ
な
い
症
状（
不
定
愁
訴
）の
対
処
法
 
東
洋
医
学
科

嚥
下
食
で
食
べ
る
力
を
つ
け
よ
う

睡
眠
呼
吸
障
害
を
し
っ
て
い
ま
す
か
？

第
32
回
と
な
み
大
文
化
祭

院
長
伝
言
板

患
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー「
お
あ
し
す
」だ
よ
り
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新
型
感
染
症
が
疑
わ
れ
る
と
感
じ
た
ら
、
ま
ず
☎

特集

１　患者さんの権利を尊重します
１　医療の安全を追求し　信頼される医療を提供します
１　医療・福祉・介護・保健分野との連携に努め
　　地域医療の推進に努めます
１　職員が働く喜びと誇りの持てる職場をめざします
１　健全な病院経営に努めます

わたくしたちは、市立砺波総合病院の職員であることを
誇りとし、愛と奉仕の精神のもとに、病気で悩める人々を
癒すことに互いの心を結集し、この憲章を定めます。

市立砺波総合病院憲章

市立砺波総合病院は

地域に開かれ
地域住民に親しまれ
信頼される病院

理　念
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特集特集
Special edition

☎

新
型
感
染
症
が
疑
わ
れ
る
と
感
じ
た
ら
、
ま
ず
☎

　
平
成
28
年
12
月
9
日（
金
）
当
院
北
口
付
近
に
設
置
の
「
帰
国
者
・
接
触
者
外
来
」
を
中
心
に

平
成
28
年
度
富
山
県
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
実
地
訓
練
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
雷
が
鳴
る
冷
た
い
雨
の
日
で
し
た
が
、
富
山
県
健
康
課
・
県
下
の
厚
生
セ
ン
タ
ー
・
砺
波
地
域

消
防
組
合
・
近
隣
医
療
機
関
・
報
道
機
関
等
協
力
の
中
、
13
時
30
分
か
ら
3
時
間
を
越
え
る
訓
練

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
早
期
に
、
機
動
的
か
つ
的
確
に
対
応
で
き
る

体
制
の
整
備
を
図
る
た
め
、
鳥
由
来
の
病
原
性
の
高
い
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
県
内
発
生
早
期

を
想
定
し
、
感
染
症
指
定
医
療
機
関
の
市
立
砺
波
総
合
病
院
で
、
患
者
受
け
入
れ
対
応
に
つ
い
て

の
実
地
訓
練
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
折
し
も
、
実
際
に
海
外
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
て
お
り
、
鳥
か
ら
ヒ
ト
へ
感
染
拡
大

が
懸
念
さ
れ
る
中
、
無
事
訓
練
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

富
山
県
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

　
　
　
　
　
　
　
実
地
訓
練
を
行
い
ま
し
た

　
〈
訓
練
設
定
〉

　
東
南
ア
ジ
ア
中
心
に
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ヒ
ト
へ
の
感
染
が
多
数
発
生
し
、
ウ
イ
ル
ス
に
ヒ
ト

－

ヒ
ト
感
染
を
容
易
に
起
こ
す
変
異
が
起
き
て
お
り
、新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
て
い
る
と
判
明
。

国
内
感
染
者
は
散
発
的
に
見
つ
か
っ
て
い
る
が
、県
内
で
は
ま
だ
確
定
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
帰
国
者
が
、
帰
国
後
の
発
熱
や
咽
頭
痛
な
ど
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
様
症
状

が
あ
り
、
心
配
で
厚
生
セ
ン
タ
ー
に
相
談
の
電
話
を
か
け
た
。
臨
床
症
状
や
渡
航
歴
か
ら
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
疑
い
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
、
富
山
県
西
部
の
第
二
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
で
あ
る
市
立

砺
波
総
合
病
院
は
、そ
の
患
者
の
診
察
お
よ
び
入
院
の
受
け
入
れ
を
受
諾
。
患
者
は
息
苦
し
さ
を
訴
え
、

重
症
と
判
断
、
救
急
車
で
病
院
搬
送
と
し
た
。



当院では感染管理認定看護師である
村本看護師長が院内感染対策室を
担っています　

3    

新型感染症が疑われると感じたら、まず☎特 集 新型感染症が疑われると感じたら、まず☎特 集

実地訓練の ポイント１．スムーズな患者の受け入れ・診断
　　　　　 ポイント２．職員等への２次感染予防

ご自身が新型感染症の可能性を感じたら、まず電話相談してください。
すぐに病院・診療所（開業医院・クリニック）へ行くより適切な対応が期待できます。
そして、全身白づくめのスタッフを見ても驚かないでください。

又野院内感染対策室長に
指導を受けながら
訓練患者を感染症外来に
運びこみます

感染症外来に
入りきれない参加者は、
別室のモニターで
様子を見守りました

感染拡大防止のため救急車には養成シートを
設置し、簡易アイソレータを使用します

より多くの情報と緊密な
連絡調整が重要なため、
各機関とのやり取りから
訓練いたしました

救急車内に養生シートを設置
（砺波厚生センターが出動救急隊の
 所に持参・設置する） 県・消防・厚生センター・当院

救急車に乗る前から患者
さんにはマスクを着用

白ずくめに驚かないでね

外来から病棟幾重にもする手袋

院内は特別仕様の車椅子で移動

放射線技師がレントゲン撮影

“廃棄”も重要な“訓練”

部署連携の様子

実際に防御服の脱着訓練 訓練中に感じた事を真剣に質疑応答していた

主要関係機関勢揃いで
臨みました

又野院内感染対策室長に
指導を受けながら
訓練患者を感染症外来に
運びこみます

感染症患者隔離搬送用バッグＤＩＦ
トランスバッグ（陰圧装置付き）
で搬送（砺波厚生センターが保管）

又野院内感染対策室長による説明
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桐
越
　
晶
子

歯
科
口
腔
外
科

外
傷
で
抜
け
落
ち
た
歯
の
再
植

外
傷
で
抜
け
落
ち
た
歯
の
再
植

◎
歯
の
再
植
と
は
？

　

事
故
や
転
倒
な
ど
に
よ
る
外
傷
で
歯
に
衝

撃
が
加
わ
っ
た
際
に
、
歯
が
根
元
か
ら
抜
け

落
ち
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。一
般
に
、

子
ど
も
の
外
傷
で
乳
歯
が
抜
け
て
し
ま
っ
た

場
合
に
は
、
歯
を
戻
さ
ず
に
永
久
歯
が
生
え

て
く
る
の
を
待
ち
ま
す
。
一
方
、
永
久
歯
が

抜
け
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
代
わ
り
と
な

る
歯
が
な
い
た
め
、
可
能
な
限
り
元
に
戻
す

処
置
を
行
い
ま
す
。
再
植
手
術
と
は
、
抜
け

た
歯
を
元
の
位
置
に
戻
し
て
固
定
す
る
処
置

法
で
す
。

　

歯
の
骨
の
中
に
埋
ま
っ
て
い
る
部
分
は
歯

根
と
呼
ば
れ
、
歯
根
と
骨
と
は
「
歯
根
膜
」

と
い
う
組
織
で
結
合
し
て
い
ま
す
（
図
１
）。

外
傷
で
抜
け
た
歯
を
再
植
す
る
場
合
、
歯
根

膜
を
失
っ
て
も
歯
根
と
骨
は
一
体
化
し
て
直

接
結
合
し
ま
す
が
、
数
年
で
歯
根
は
骨
に
置

き
換
わ
り
、
溶
け
て
な
く
な
り
脱
落
し
て
し

ま
い
ま
す
。
一
方
、
歯
根
膜
が
生
き
て
残
っ

た
ま
ま
再
植
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
歯
根
と

骨
は
再
び
歯
根
膜
を
介
し
て
結
合
す
る
こ
と

に
な
り
、
歯
根
が
骨
に
置
き
換
わ
っ
て
溶
け

て
し
ま
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
再
植
し
た

歯
を
長
持
ち
さ
せ
る
に
は
、
抜
け
た
歯
根
に

付
着
し
て
い
る
歯
根
膜
（
図
2
）
を
生
か
し

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◎
歯
根
膜
を
生
か
す
た
め
の
歯
の
保
存
方
法

　

歯
根
膜
は
乾
燥
や
感
染
に
弱
く
、
口
の
外

で
乾
燥
・
汚
染
さ
せ
る
と
30
分
程
度
で
死
ん

で
し
ま
い
ま
す
。治
療
を
受
け
る
ま
で
の
間
、

歯
を
保
存
す
る
方
法
と
し
て
最
も
良
い
の

は
、
抜
け
た
穴
の
中
に
自
分
で
戻
し
て
み
る

こ
と
で
す
。
抜
け
た
歯
に
砂
な
ど
の
汚
れ
が

付
着
し
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
す
ら
ず
に
弱

い
水
流
で
数
十
秒
だ
け
洗
い
ま
す
。
痛
み
や

複
雑
な
傷
口
で
戻
せ
な
い
場
合
に
は
、
歯
を

液
体
の
中
に
浸
け
て
お
き
ま
す
が
、
水
道
水

は
浸
透
圧
の
差
に
よ
り
歯
根
膜
を
変
性
さ
せ

て
し
ま
う
た
め
、
歯
を
長
時
間
浸
け
て
お
く

液
と
し
て
は
適
し
て
い
ま
せ
ん
。
薬
局
で
歯

を
保
存
す
る
た
め
の
専
用
の
保
存
液
が
販
売

さ
れ
て
い
る
の
で
、
常
備
し
て
お
く
こ
と
が

理
想
的
で
す
。
専
用
の
保
存
液
が
な
い
場
合

に
は
，
浸
透
圧
が
生
体
と
同
等
で
歯
根
膜
細

胞
へ
の
害
が
少
な
い
と
さ
れ
る
未
開
封
の
牛

乳
で
代
用
し
ま
す
。
こ
れ
ら
が
す
ぐ
に
手
に

入
ら
な
い
場
合
に
は
、
下
唇
と
歯
茎
の
間
に

歯
を
入
れ
、
飲
み
込
ま
な
い
よ
う
に
気
を
付

け
て
唾
液
の
中
で
保
存
し
ま
す
。
そ
し
て
、

で
き
る
だ
け
早
く
か
か
り
つ
け
歯
科
医
院
を

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
再
植
手
術

　

傷
の
状
態
、
骨
の
状
態
を
確
認
し
、
歯
を

戻
せ
る
状
態
で
あ
れ
ば
再
植
を
行
い
ま
す
。

抜
け
た
歯
を
元
の
穴
の
中
に
戻
し
、
接
着
剤

や
ワ
イ
ヤ
ー
を
用
い
て
隣
の
歯
と
固
定
し
ま

す
。
か
み
合
わ
せ
の
調
整
を
し
、
刺
激
を
与

え
な
い
よ
う
に
し
て
、
2
〜
6
週
間
程
度
固

定
を
行
い
ま
す
。歯
根
膜
が
生
き
て
い
れ
ば
、

固
定
期
間
中
に
歯
根
膜
の
再
結
合
が
起
こ
る

こ
と
で
歯
は
生
着
し
、
歯
根
膜
が
死
ん
で
し

ま
っ
た
場
合
に
は
、前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、

歯
根
が
骨
に
置
き
換
わ
り
数
年
で
溶
け
て
な

く
な
り
脱
落
し
て
し
ま
い
ま
す
。
た
と
え
一

時
的
に
し
か
歯
を
も
た
せ
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
で
も
、
特
に
成
長
期
の
患
者
さ
ん
で

は
、
歯
を
失
う
こ
と
に
よ
る
歯
並
び
の
変
化

を
小
さ
く
留
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
抜
け

た
歯
を
適
切
に
保
存
で
き
な
か
っ
た
り
、
再

植
ま
で
に
長
時
間
か
か
っ
て
し
ま
う
場
合
で

も
、
抜
け
た
歯
を
な
く
さ
な
い
よ
う
に
し
て

歯
科
医
院
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
歯
の
再
植
と
は
？

歯
の
再
植
と
は
？

歯
の
再
植
と
は
？

◎
歯
根
膜
を
生
か
す
た
め
の
歯
の
保
存
方
法

歯
根
膜
を
生
か
す
た
め
の

歯
の
保
存
方
法

歯
根
膜
を
生
か
す
た
め
の

歯
の
保
存
方
法

◎
再
植
手
術

当
院
で
の
再
植
手
術

当
院
で
の
再
植
手
術

再
植
に
お
け
る
歯
根
膜
の
役
割

再
植
に
お
け
る
歯
根
膜
の
役
割

（図１） （図２）

骨

歯ぐき

歯

歯根膜

歯根膜



東
洋
医
学
科

古
谷
　
陽
一
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各科だより

「医学的に説明できない症状」がみられる割合

検査異常なしは原因不明という意味なのか？

「医学的に説明できない症状」の原因は？

「医学的に説明できない症状」の対処法

検査で異常が見いだせない症状（不定愁訴）の対処法

検査で異常が見いだせない症状（不定愁訴）の対処法
　ある症状に悩んで検査を受けたけれど「何ともあ
りません」という結果だったことはありませんか。
このようなケースは専門用語で「医学的に説明でき
ない症状」と言われています（俗に不定愁訴とも呼ばれます）。東洋医学科には「医学的に説明できない症状」
で悩んでいる患者さんが多く受診されます。今回は、このような症状の原因や自己対処について紹介します。

　「医学的に説明できない症状」について詳しく
相談されたい方、東洋医学科までお越しください。

ある研究では病院や診療所を受診した4人に1人が
「医学的に説明できない症状」と報告されています。
多くの方が検査に異常のない症状で悩んでいること
が分かります。

　原因不明というわけではありません。検査結果の
意味するところは「何も分からなかった」のではな
く、「悪性の病気ではない」ことです。症状の原因
が分からないと心配される方もおられますが、「検
査で何ともない」は良い結果だと安心して下さい。
ある報告では、初めの検査で異常なしで、その後1
年以内に病気が見つかる割合は1.7%～ 0.4%と報
告されています。十分な検査を受けて「問題なし」
であれば、悪性の病気があることは稀ということで
す。

　現代の医学ではまだ十分に解明されていません
が、説明の一つに「感覚をブロックする働きが弱っ
ている」ことがあります。ヒトは触覚や痛覚など様々
な感覚を感じながら生きています。その際、全ての
感覚に反応していては生活できなくなるので、ヒト
の脳には適度にそれらの感覚をブロックする働きが
あるのです。しかし、医学的に説明できない症状の
患者さんでは「感覚をブロックする働き」が弱って
おり、そのため様々な感覚を困った症状として脳が
判断してしまうのです。近年の研究でも、脳の働き
を調べる画像検査で「感覚をブロックする働きが
弱っている」ことが確認されつつあります。

　症状をやわらげる薬もあり、薬物療法は一つの対
処法です。しかし、症状が6か月以上続いているよ
うな慢性の患者さんでは、薬だけで解決できないこ
とが多いようです。本症の原因は「感覚をブロック
する働き」が弱まっていると説明しました。この働
きを強くするにはどうしたら良いのでしょうか。

　その答えは脳の働きにあります。脳には、強い刺
激があると他には集中できないという特徴がありま
す。ですので、ある症状が気になっていれば、「他
の刺激」を受けることが対処法になるのです。そし
て症状が気にならない時間が増えてくると、脳の「感
覚をブロックする働き」も回復してきます。そうな
ると、「他の刺激」を受けなくても症状に悩まされ
ることが少なくなってきます。
　ここで「他の刺激」とはどのようなものが良いの
でしょうか。適度な運動や趣味の活動も良い方法で
す。またストレスは症状を引き起こす原因の一つで
すが、ストレスを避けるだけが対処法ではありませ
ん。例えば仕事にストレスがあるのなら、その仕事
を少しでも好きになれるよう、良い点を探すなど見
方を変えることも必要です。コップ半分の水を「も
う半分しかない」と思うのか「まだ半分もある」と
考えるのか、同じ事象でも気分は正反対になります。
またお年寄りの中には、家に一日中閉じこもってい
る方がおられます。これでは外からの刺激が少なす
ぎて、いろんな症状が気になるようになります。デ
イサービスなど福祉を利用して是非とも他者との交
流を増やしていくことをお勧めします。
　
　最後に、アメリカの名医ジョンAシンドラーが遺
した人生を豊かにするルールを紹介します。
　これらのルールは症状をやわらげる助けにもなる
と思います。
　1．生活は簡素に
　2．からだの不調をわざわざ探さない
　3．仕事を好きになる
　4．趣味を持つ
　5．足るを知る
　6．人間を好きになる　
　　　　ジョンAシンドラー著
　　　　　「こころと身体の法則」より



嚥下食で食べる力を回復させます
嚥下食とは
　噛む力や飲み込む力が弱くなり、食事中にむせたり、うまく飲み込むことができなくなる状態を嚥下障害と言
い、嚥下障害を持つ人が飲み込みやすいようにした食事を「嚥下食」といいます。
　当院では、嚥下調整食として下の表の日本摂食・嚥下リハビリテーション学会の分類に合わせた食事を作り、
障害の回復に合わせてコード 0ｊからコード
3へと食事形態を変えて提供しています。
　さらに、薬を飲み易くするためや、水分補
給、交互嚥下（咽頭部の残留物を除去する）
を目的に、必要な患者さんには当院で調整し
たオリジナルお茶ゼリーを提供しています。

 嚥下食調整学会分類 食 事 形 態 　食 事 の 例

コード０ｊ　
長時間口に入れても
溶け出さないゼリー
（訓練食）

コード１ｊ　
なめらかなゼリー・
プリン状のもの

コード２　
ムース・ペースト状
のもの

コード３　
形はあるが歯茎でつ
ぶせる軟らかいもの

１人ひとりに適した食事形態を提供するこ
とで、誤嚥を防ぎながら、栄養状態の改善
をはかり、「食べる」という楽しみを感じ
ていただいています。

①見た目は普通のお茶 ②スプーンですくえる
　お茶ゼリー

③お茶ゼリーが薬を
　飲み易くします

さつま芋ゼリー
軟らかく煮たさつま芋をミ
キサーにかけ、ゼリーにし
ます。繊維質がなくなるこ
とで、のど越しが良い。

魚のムース
蒸し魚とはんぺんをムース
にします。
とろみをつけた味噌たれや
生姜醤油などで、味にも工
夫を凝らしています。

ミートローフ
蒸した肉をミキサーにかけ、茹ひき
肉を混ぜ込んで蒸します。形状の違
う肉の食感が食欲を湧かせます。

えん　 げ

  6



睡眠呼吸障害を知っていますか？

睡眠呼吸障害 (SDB) とは？睡眠呼吸障害（SDB）とは？

　睡眠呼吸障害とは、睡眠中に呼吸が乱れる病気の総称です。特に有名な病気として、睡眠中に
呼吸が浅くなったり一時的に止まったりし日中の眠気が強くなる睡眠時無呼吸（SAS・サス）
があります。サスは、交通事故に関連するだけでなく、心不全・心筋梗塞・高血圧・脳血管疾患
などを合併する危険性が指摘されています。

心不全とは？
　心臓の機能が低下し全身が必要とする血液を送り出せず、疲れやすい・手や足のむくみ・息
苦しいなどの症状が出た状態を言います。サスと心不全は比較的高い頻度で合併する事がわ
かっていて、サスがあると心臓に負担をかけるだけでなく不整脈の誘因にもなります。

検査方法は？
　当院では、２つのセンサー
で簡単に測定できるウォッチ
パットという検査機器を導入
し、心不全で入院された患者様には、サスがない
か確認するため積極的に検査しています。

外来（自宅）でも検査できます！
　健康管理のひとつとしてサスの程度を知ってお
くことは大切です。特に、心臓の持病をお持ちの
方は、昼間の眠気やイビキの有無に関係なく定期
的にチェックしておくとよいでしょう。検査の必
要性については、外来診療の際に担当医師と相談
される事をお勧めいたします。

ワンポイ
ント♪

無呼吸が見つかったら…
　中等度までの無呼吸は、体重管理や飲酒制限、
口腔内装具の検討を行います。重度の無呼吸は、
身体への負担を速やかに軽減するため 睡眠中に
CPAP（シーパップ）や ASV（エーエスブイ )
と呼ばれる機器を使用し無呼吸を予防します。ま
た、心臓疾患に合併する無呼吸は確実な対処が望

まれます。当院では、検査から
治療まで循環器科や医療機器管
理室（臨床工学科）をはじめと
する各部が連携し対応しますの
でご相談ください。

腕時計をしているようで、
寝るときに邪魔になりません。

いままでの大きな装置からは考えられないほど
コンパクトになりました。

7    
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患者総合支援センター

　当院では毎年秋に文化祭を催
しております。だれでも自由に
鑑賞いただいております。
　日頃の趣味や、必要にかられ
て作った品、皆で楽しんでいた
ら面白い作品が出来たとか、作
る側も見る側も笑顔になる作品や技術を
要する力作など、さまざまです。

　今回も、職員は勿論、
患者さん・ボランティア
の方々の作品が来場者の
こころを和ませました。
市民の皆様も、来年の出
展にむけて何か取り組ん
でみませんか。

　当院では毎年秋に文化祭を催
しております。だれでも自由に
鑑賞いただいております。
　日頃の趣味や、必要にかられ
て作った品、皆で楽しんでいた
ら面白い作品が出来たとか、作
る側も見る側も笑顔になる作品や技術を
要する力作など、さまざまです。

　今回も、職員は勿論、
患者さん・ボランティア
の方々の作品が来場者の
こころを和ませました。
市民の皆様も、来年の出
展にむけて何か取り組ん
でみませんか。

ご家族そろって、
　　かかりつけ医を持ちましょう！
「かかりつけ医」とは、日常的な診療や健康管理など
をしていただける身近なお医者さんのことを言いま
す。あたかも身内のように健康や生活面のことなどを
気軽に相談でき、必要に応じて適切な病院や専門医療
機関に紹介してもらえます。さらには、手術を受けるべ
きかなど一人で決定しにくいことや理解しにくい医療
についても分かりやすく説明してもらえるでしょう。今
は健康に心配のない方でも、ご自身とご家族の健康を
守るために、今後は、ご家族そろって顔なじみの「かか
りつけ医」を持っておくと安心です。

　当院では、各病棟に退院支援の専門職員
（看護師または社会福祉士）を配置していま
す。退院後の生活へのご心配やご不安があ
れば、入院早期から患者さんやご家族と面談
し支援するように努めています。退院後も安
心して生活を送っていただけるよう、入院前
の生活、大切にされていること、病状、退院
後の生活への意向などをお聞きし、各方面
と調整しています。ご心配がありましたら
「おあしす」へぜひご相談ください。

退院について
　ご心配はありませんか？

だより

1.当院では、病気を克服しようとしておられる患者さんの人権を尊重し、その経済的・社会
的地位、年齢、性別、疾病の種類などにかかわらず平等で最良の医療を提供します。

2.当院では、患者さんと一緒に病気を克服するために、患者さんが既に実施された診療の
内容と、これから行われようとする検査、及び治療の目的、方法、内容、危険性、治療の見
通し及び、これに代わる他の治療法について十分説明し、さらに患者さんの治療に対す
る希望もお聞きし、相互の理解を得た上で、医療を行います。

3.当院では、患者さんの希望があれば原則として、患者さん本人にカルテを開示いたしま
す。また、他の医療機関にかかり意見を求めるためや、他の医療機関に移られるときには
全ての情報をお渡しします。

４.当院では、患者さんのプライバシーを守るために、患者さんの承諾なく当院の医療従事
者以外の第三者に患者さんの情報を開示いたしません。

５.患者さんの権利には義務と責任が伴います。

以上を守り診療することを約束いたします。

診療案内

外来診療受付時間

休 診 日

□新患　午前8時15分から午前11時まで

□再診　午前8時00分から午前11時まで

※診療科・曜日によって異なりますので、
　詳しくはお問い合せください。

『患者さんの権利を守るために』

土・日・休日および年末年始

平成28年11月9日(水)～11日(金) 3日間
病院3階講堂
平成28年11月9日(水)～11日(金) 3日間
病院3階講堂


